
ある鬼の生き様

神谷 九龍

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
あ
る
鬼
の
生
き
様

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
６
９
８
Ｘ

【
作
者
名
】

　
神
谷
 

九
龍

【
あ
ら
す
じ
】

　
孤
独
で
あ
っ
た
男
は
家
賊
と
出
会
い
、
そ
し
て
…



2

序
章
（
前
書
き
）

初
投
稿
に
な
り
ま
す
。

駄
文
で
す
が
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。



3

序
章

と
あ
る
病
に
か
か
っ
た
人
々
が
い
る
。
 

そ
れ
は
、
先
天
性
で
は
な
く
、
後
天
的
な
も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
感
染
す
る
こ
と
な
く
発
祥
す
る
。
 

症
状
は
唯
一
に
し
て
、
無
二
。
 

『
誰
彼
構
わ
ず
、
傷
つ
け
た
い
』
 

た
だ
、
そ
れ
だ
け
。
 

自
傷
癖
の
進
行
先
 

精
神
病
の
最
高
峰
（
行
き
止
ま
り
）
 

彼
等
に
あ
る
の
は
、
行
動
の
み
。
 

殺
せ
な
い
と
い
う
、
『
結
果
』
は
あ
れ
ど
 

殺
さ
な
い
と
い
う
、
『
選
択
肢
』
は
存
在
し
な
い
。
 

そ
の
発
祥
者
は
呼
称
が
あ
る
。
 

『
殺
人
鬼
』
 



4

そ
う
呼
ば
れ
る
。

こ
れ
は
、
そ
ん
な
病
に
侵
さ
れ
た
一
人
の
男
の
物
語



5

序
章
（
後
書
き
）

…
…
…
続
き
は
ど
う
し
よ
う
（
泣
）



6

登
場
人
物
設
定
（
前
書
き
）

主
人
公
の
設
定
で
す
。

新
し
い
人
物
が
登
場
す
る
た
び
に
、
更
新
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。



7

登
場
人
物
設
定

名
前
 

零
崎
　
優
織

（
ぜ
ろ
さ
き
 

や
さ
し
き
）

本
名
は
、
山
下
　
友
典

（
や
ま
し
た
 

と
も
の
り
）

性
別
、
男

年
齢
、
２
０

容
姿
は
、
中
肉
中
背
で
、
特
に
強
調
す
べ
き
特
徴
は
な
い
。

二
つ
名
は
、
罪
悪
と
偽
望

（
パ
ン
ド
ラ
ボ
ッ
ク
ス
）

武
器
は
暗
器
全
般

（
常
に
殺
人
に
関
わ
る
術
を
体
中
に
仕
込
ん
で
い
る
）

友
人
に
裏
切
ら
れ
た
た
め
、
、
家
賊
だ
け
を
信
じ
、
完
全
に
依
存
し
て
い
る
。

自
分
が
傷
つ
く
こ
と
は
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い
が
、
家
賊
が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
、

途
端
に
暴
走
し
だ
す
。



8

零
崎
、
開
始
時
の
台
詞

 
「
貴
方
と
は
零
崎
（
絶
交
）
で
す
」



9

登
場
人
物
設
定
（
後
書
き
）

…
…
…
早
く
、
続
き
を
書
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。



10

第
一
章
 

第
一
話
（
前
書
き
）

少
し
、
間
が
空
き
ま
し
た
が
続
き
で
す
。



11

第
一
章
 

第
一
話

 
こ
こ
に
い
た
い
。

 
こ
こ
に
居
た
い
。

 
こ
こ
に
痛
い
。

 
こ
こ
に
遺
体
。

 
た
だ
隣
に
、
傍
ら
に
、
温
も
り
が
欲
し
い
の
に
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
死
体

だ
け
。

 
悲
鳴
や
慟
哭
は
、
寂
し
い
か
ら
、
気
付
か
れ
な
い
よ
う
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
、

『
優
』
し
く
殺
す
。

 
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
た
あ
る
日
、
一
人
の
男
が
手
を
差
し
延
べ
て
く
れ

た
。

 
「
私
の
家
族
に
な
ら
な
い
か
？
」

 
僕
は
、
悩
む
こ
と
な
く
、
そ
の
手
を
、
掴
ん
だ
。

 
そ
こ
で
、
彼
は
、
目
を
覚
ま
し
た
。

 
「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
あ
の
時
の
夢
を
見
る
の
も
」

 
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
、
朝
食
の
用
意
を
始
め
る
。



12

出
来
上
が
っ
た
そ
れ
を
机
の
上
に
載
せ
、
目
の
前
の
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
。

 
『
…
…
…
通
り
魔
事
件
の
続
報
で
す
。
被
害
者
は
…
…
…
』

 
流
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
、
朝
食
を
済
ま
せ
、
そ
し
て
、
出
掛
け

る
準
備
を
す
る
。

 
そ
し
て
、
彼
は
、
大
学
へ
と
向
か
う
。

 
「
遂
に
、
４
人
目
か
」

 
扉
を
開
け
る
寸
前
に
呟
い
た
言
葉
は
、
部
屋
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。



13

第
一
章
 

第
一
話
（
後
書
き
）

…
…
…
話
し
が
全
然
進
ん
で
な
い
。

こ
れ
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
？



14

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ある鬼の生き様

2011年10月25日03時06分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n6698x/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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ネ
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